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一

は し が き

A群 溶連菌は小児の咽頭 ・扁桃炎、狸紅熱の起炎菌であるほか、 リウマチ

熱、糸球体腎炎 といった合併症をひきおこす。さらに欧米では1980年 台後

半から、わが国においては1992年 ころよ り劇症型溶連菌感染症、いわゆる

toxicshock-likesyndrome(TSLS)の 報告が増加 している。 このよ うな

重症型感染症の増加の原因 として菌側の要因が重要視されている。

本研究ではTSLS,重 症感染症、非化膿性合併症患者か ら分離 されたA群 溶

連菌を中心にそのゲノムDNAを 解析 し、咽頭 ・扁桃炎患者か ら分離 された菌

のそれ らとの比較検討、年次的なクローン変化な どを調べる。 これ らの成績

を検討することによ りTSLSお よびこうした重症型疾患の増加の原因を究明

し、A群 溶連菌の病原性の解明の手がか りを見い出す。
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